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金男の皆さまにおかれましては、つつがなく新しい泰をお迎えのこととレお慶び申し上し慢溝云

当シルバー人材センターは、昭和57年2月に設立され今年で29年目を迎える評牽糞サま扶綴れも

さま、諸先輩方の誠実で意欲的な就業への剛組みが発注者に高く評価され右、拶「杢東根琴
1Jl‾し・一√、、・へ、一㌧－さ

き上げてきた賜物と感謝申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心㌧l

Lノ　　平成20年度の事業実績は、公異数10，956人、臭的金額40億6千万円となり、一昨年のアメリかこ端を蒐

したせ界同時不況の影響を受け、臭的金宅削ま前年度を下回ることとなりました。史に今年度につきましても昨年

度を下画る水準で推移しています。

′このような状況の下、新規就業開拓を一層進めるために「神戸市シルバー人材センター就業開拓推進プ

ロジェクト」を昨年7月に立ち上げ、金センターを拳げて就業開拓の重点化や集中化に東リ組んでいるところ

て亘。
／金魚の膏さまl±おかれましても、値主・自立、其働・共助」の基本理金に基づき一層の自主的な凝り組みと、

シノ．しバニ事業串本にむ祓ご協力、ご支援をお願いい札ます。

最硬にな■Ijましたが、金具の皆さまのますますのご健勝とご活琴、また本年が「虎千里を軌する」実り多き年とな

り鮮碧禦禦て新年？ご竣攣せれ誓雪も．、如法人酔いきいき勤労財団厨
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新年明けましておめでとうございます。

金男の皆薇におかれましては、お元気に健やかな新年を迎えられたこととお慶び申し上げます。

さて、東灘区・灘区を粗当します東部センターの金屑数は2，300名を超えて順調に増加しております。

一方で、せの中の景気の後遜により仕事の受注は弱呑みに推移しておIほして、シルバー人材センター

を東リ巻く環境は厳しいと言わざるを得ません。

そうした状況のもとではあlはすが、私でもには就貴磯合

の増大が求められております。全角の皆礎がおひとりでも

多く就業の機会が得られますよう、就業開拓に一層の努

力をしてまいりますので、ご理解とご協力をいただきますよう

よろしくお願いいたします。

言うまでもなく、シルバー草葉の発展には金男の皆薇と

轟注者の気描らが一体となって進んでいくことが大切です。

お互いの信頼関係を築きながら安全就業に心がけていく

所存であります。

最後になりましたが、今年が皆薇にとってお元気で素晴

らしい1年になりますよう前金申し上げます。
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新年明けましておめでとうございます。

合異の皆薇におかれましては、益々ご健勝で、良いお年を迎えられた事とお喜び申し上げます。

今年は、昨年の景気低迷を吹き飛ばすような良い年になりますように、私でも中郡センターの蔵異一

同も一丸となって、就業炭塵に凝り組む所存です。舎弟確保や受注砿大にあたっては、シルバーパワ

ーの本領を発揮する為にも、減異のみならず合異の皆聴ともどもの活動が大切です。本年も昨年と同夜

し　のご協力、ご支後を賜りますようお願いしまして、新年の挨拶とい札ます〇・

〒652－0042
神戸市兵庫区栗山町4丁目20番1

（湊川児童館2t3階）
電話52
Fax．52
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新年、明けましておめでとうございます。

西部センターは、長田区・須磨区・垂水区の3区を組当し、市内5センターの中でも大きいセンターで

す。会異数も4，200人を超え神戸市全体の34％を占めています○

新年早々少し囁い藷で悉縮ですが、今のせの中「働きたいが、仕事がない」時代ではないでしょうか0

有効求人倖率（全国の公共親業安定所に申し込まれている求減者に対する求人数の割合）は、0・45

樽（昨年の11月実績）と低く、西部センターに於いても合異数は摺れているのに、発注者は登に減少

襖向という厳しい状況が続いています。神戸市シルバー人材センターでは、おひとりでも多くの金男さん

に就業の場を紹介出来る様に、昨年7月に「就業開拓プロジェクト」を設け、現在組織を挙げて就業開

拓に東経みやです。

西部センターでは、初めての試みとして三区内の事業所・社会福祉施設関係・学牧園尊にダイレクト

メールの糸送、二人の就業開拓異による企業訪問の強化など、就業場所の拡大に努めていますが継

統しての取組みが重要と考えています。

一方、この薇な叔組みが功を奏するには、一刻も早く日

本の景気が好転して神戸の商工業や街に活気が出て来

る事が何より先決と思います。（新長田わ若松公園には、

「原寸大の鉄人28号」のモニュメントが登場し、来場者

も多く街に明るさが出て来ています。）

シルバー人材センターの事業は「多くの高給者に就

業の場を通じて、健康で生きがいのある生活の実現と地

規社食の福祉向上、活性化に貢献する事」を目的として

おIはす。

今年は、あの阪神淡路大震災から15年の節目の年で

もあります。我々減冥一同史に努力をして参りますので、一

合異の皆薇方のご支援、ご協力をお願い申し上げます。
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市営地下鉄

〒653－0039

神戸而長田区日吉町3丁目1番10呈
（市営日吉住宅1階）
電話621－6880
Fax．621－2277
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新年あけましておめでとうございます。

金具の皆棟には、お健やかに新春をお迎えのこととお慶び申しあげます。

北区センタ」では、これまで毎年4千万円あまり業務章を服毒剛こ拡大してきましたが、平成20年度は初

めて減少に転じ、3千万円あまり減少の4億8千万円となIはした。21年度も引き続き減少頗向が続いてい

ます。この結果、公男の就業率も54％から50％に低下し、大変申し訳なく思っております。これは、昨年か

」／らの不況や新型インフルエンザ等の影響による企業黄綬の低迷による所が大きいと思われます。

慧ll－ノ

＝〒651－1114

神戸而北区鈴蘭台西町1丁巨〕22番1呈
（北区民センター東隣）
電話596－3181
Fax．594→5125

当センターにはこれまでから1名の就業開拓異が配置さ

れておりましたが、咋風より就業開拓異がもう1名増異されよ

りきめ細かく就業開凛引こ努めているところです。本年は、よ

り仕事量の増加に来り組んでいく決意です。

一方、金賞の皆壕のこれまでの実績から、シルバーは

仕事ぶりも丁寧で値段もり→ズナブルだという評価も産

着してきており、暫定・除草を初め地規のこまごまとした「ご

要望」「お仕事」は増えてきております。今後とも、合異数

や仕事量の増加に努めていきたいと考えております。

今年も、金異の皆衆におかれましては、くれぐれも健康管

理に留意され、お元気でご活躍いただきたいと願っており

ます。1二、、うか、本年もよろしくお願い申しあげます。

一　5　－
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新年明けましておめでとうございます。

合異の皆猿には、お健やかに新春をお亜えのこととお慶び申しあげます。

旧年中は、シルバー人材センタ一事貴の推進にご尽力を賜り心より感謝申し上げます。

さて、本格的な高齢化社会が進む中で、国内外に於ける社公経済状況は大きく変化しております。

このような状況の中で、当センターも平成9年に開設されて今年で12年を迎えますが、西区の加入金

異数も、昨年末で2，100名を超えました。これは、1年前に比べて200名玖上の増かとなり、シルバー事

業を支える大きなカとなっております．。

一方、丑年のせ界不況尊も起因し、合異の皆棟の活躍の場を確保することが厳しくなっており、平成2

0年度、当センターも初めて年間夷的額が前年度に比べマイナスとなりました。

このことから、一日も早くこのような流れから成し、時代の変化に相点した事業の推進を図るため、昨年8

月から、「就業開拓砲造プロジェクト」をスタートさせ、金異の皆薇の就葉の場を砿充することをはじめと・㌧ノ

して、事業の更なる活性化に向けセンター職異一丸となって東リ組んでおります。

申すまでもなくプロジェクトの目的達成は、一人、センタ

ーだけでは威し得ません。金男の曽我と典にカを合わせ、

区民ヾ事業者の皆碇に信頼され、褒されるシルバー事業

の∵層の促進に努めることが炎要です。．

今後もさまざまな時代の変化が予想されますが、課題を

チャンスに生かすことの大切さは歴史の示すところです。

酋区センター職責一同、このことを折に命じ、改めて、シ

ルバー事業の「自主・自立、典働・共助」の原点に立ち

返り、金具の皆我の就業を通した生きがいづくりの促塵に

全力で東リ組んでまいります。

新年を迎えるにあたり、改めて金賞の皆薇のご健勝を前

金申し上げるとともに、事案の雅塵に一層のご理解ご協

力をお願い申し上げて新年のご挨拶といたします。
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配分金と確定申告について

平成21年中の就業に対して配分金を受け取られた方は申告をお願いします。なお、所得税法

上の配分金取り扱いについて簡単にお知らせします。

1．配分金の取り扱い

シルバー人材センターで就業した場合、会員のみなさんとセンター、または発注者との間に雇用閑

係は生じません。会員のみなさんが受け取られた配分金は、所得税法上「雑所得」として取り扱わ

れ、必要経費として最高65万円までの特別控除が認められます。

2．控除額

配分金以外に所得税法の対象となる所得がない場合は、基礎控除38万円と特別控除65万円を

あわせて103万円の控除額となります。配分金以外に所得税法の対象となる所得がある場合は、基

礎控除38万円、特別控除65万円（上限は配分金額）、公的年金等控除（下表参照）、その他の所

得控除をあわせた額が控除額となります。

3．公的年金等の控除額一覧表

◎年齢が65歳未満の場合（生年月日が昭和20年1月2日以降の方）

◎

4．

5．

公的年金等の収入額 釜　　　 療

．；丁．＜う

／も′1臥‾

ハへ思 惑＿

′、－ノノノ

わせください。

～130万円以下 70万円

130万円超～410万円以下 公的年金等の収入額×25％十37．5万円

410万円超～770万円以下 公的年金等の収入額×15％十78．5万円

770万円超～ 公的年金等の収入額×5％＋155．5万円

年齢が65歳以上の場合（生年月日が昭和20年1月1日以前の方）

　ヽ、傘等の収入額 的年金等の控除嶺．－

～330万円以下 120万円

330万円超～410万円以下 公的年金等の収入額×25％＋37．5万円

410万円超～770万円以下 公的年金等の収入額×15％＋78．5万円

770万円超～ 公的年金等の収入額×5％＋155．5万円

管轄税務署一覧表

配分金の所得税法上の詳しい取り扱いについては、最害の税務署にお問い合

配

平

頃に

な

内に

区 管轄税務署・電話番号 区 管轄税務署・電話番号

1月末

は、年

i云1＿］≡ 芦屋税務署　0797（31）2131 ■：て　■■ 長田税務署（691）5151

且 灘　税務署（861）5054 ＝ドニ 須磨税務署（731）4333　■
－ 神戸税務署（391）7161 亡

兵庫税務署（576）5131
㌫ 明石税務署（921）2261

の確定申告用の「配分金支払証明書」

就業分の配分金額が含まれています。こ

分会支払証明書

成21年中に就業のあった方全員に、所得

り途郵送いたします。

お、配分金支払証明書には、平成21年12月

その金額をお支払いしてはいませんが、収入が確定しているためです。
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葛等馳吸鞄蜃
神戸市看護大学　沼本教子教授

「人間は生涯をとおして発達する存在である」という考え方を、E．H．エリクソンという人が言っています。

みなさんはどのようにお考えですか。子どもは「成長・発達」する存在として誰もが認めるところですが、

「発達」という言葉は老年期には当てはまらないのではないか、と思われる方もいらっしゃるでしょう0エ

リクソンが提唱した心理社会的人生段階のモデルを図1に示しました。人間の成長段階には8つの段

階があり、それぞれの段階には発達課題と課題を達成したときに得る人間としての強さを示しています。

考年期とはどのような発達の段階なのかをみてみましょう0老年期には発達課題として、「統合」と「絶

望」のバランスをうまくとっていくこと、それによって得られる力としての「英知」、つまり人生の終局とし；

ての「死」を目前にして超然とした関心を寄せることができるのだとしています。少し、小難しく聞こえま

すが私の解釈ではこうです。人間は歳をとってくると体力的な低下／衰退／喪失を体験し、希望や生き

がいを見失いがち（絶望）になります。そうした身体的な自己概念（自分自身についての認識）を立て

直すためには、その変容を迫られます。しかし、人間には身体的な衰退を乗り越える力も備わっていて、

自分の人生を振り返ることにより自身を納得させることができます。人生を「統合」するということは、高

齢者が多少の健康の不調を抱えながらも、長寿を自分らしく、自身の人生に納得して生き抜いていくこ

とであるといえます。

－　8　－
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さて、それではどのようにすれば人生の統合性は得られるのでしょうか。私たちは長い人生を生きる

中でさまざまな危機を体験し、それを克服してきています。例えば青年期における挫折の危機、中年期

における子育てや仕事上の危機、そして定年を迎えての危機を乗り越えてきているともいえます。そし

て迎える長い老年期といわれる時間が訪れます。私たちは老年期における厳しい現実、例えば病気

や障害を得て要介護の状態などに直面していきますが、一方でそれを越える豊かな「経験」と「知恵」

をもっている存在でもあります。自己の人生を再吟味し、自己の再確立していく時間が老年期であると

もいえます。その時間の経験をとおして私たちは発達し続ける存在になれるのだと思います。人生の

再吟味をするということ、それはどのようなことをすることなのでしょうか。簡単なこととして自分の人生を

振り返って、誰かに語る、文章に書く（日記や自分史など）ことが挙げられます。図2に示したように、「結

晶性知能」（学習と経験の融合としての知能、言語性テストに関連している）「言語性IQ」は老年期

にも維持されるという研究結果も出ています。

表義塾匪漕

言 語 性 IQ

●一・l■1．．＿＿＿

動 作 性 IQ

図2　流動性知能と結晶性知能の発達的変化のモデル

振り返る能力を支える「ことば」の能力は衰えません。自分の過ごしてきた人生に率直に向き合い、

どのような人と出会いどのような仕事（さまざまな役割の）をしてきたのかを辿る、そしてこれからの生き

方を考える時間が大切になってきます。「自分もよく頑張ってきたなあ」「いろんな人との出会いの中で

自分は支えられてきたのだなあ」と思えるような振り返りができるようになると老年期を生き抜いていく希

望がもてるのではないでしょうか。
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田日田田田

シル／l■＋人材ニュース

を実施します
・シルバー人材センターでは、会員のみなさんに1年に1臥会員登録を継続

されるかどうかを確認しなければなりません。本年も会員継続調査を実施い

たしますのでご協力いただきますようお願い申し上げます。

第223号

調査の対象　平成21年9月30日までに入会された方のうち、平成21年10月から平成22年1月

となる方　　までの4ケ月間に就業する機会のなかった方。
日日＝〇日＝‥＝○‥＝‥………●＝……●◆……………………………‥＝●日日日日

対象となる方には、2月中旬に調査票（往復はがき）を郵送いたします0調査事項に

2．調査方法　ご回答のうえ必ず締切日までにご返送ください。回答がない場合は、会員を継続する

意思がないものとして登録を取り消しますのでご注意ください。
＝○●日日●＝‥◆……………‥◆……………＝…………………‥＝………日日●

鍵・締切日
平成22年3月10日（水）期日厳守でお願いします。

㌔くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく〈くくく

》
》

》

》

ルパ、一保帆こつし

くく雲
．朱

欒感‘宋
朱

＝－1－日Htj・■・●■●！←‥‥、‥1－■【・削■－■r→■■■■■■‥閃－，，■＝■■●■■■■■■■I■■■＝■tHH■■■■

》
》　　会員の皆さんが就業中にけがをしたり、事故を起こして物を壊した場合臥保険を適用

要　して治療費や弁償に充てることかできますガ、自動車事故や会員の故意による事故はシ
》　ル／ト保険の対象外です0

》　　また、シルバー人材センターで受注した以外の仕事に従事している間や、仕事場への

苦　往復途上であっても通常の経配外れた場合などはシルバー保険の対象とな。ません0
》　そのような場合に臥事故を起こした会員が賠償または負担することになります。
》

う〉い〉〉い〉〉〉〉〉〉〉〉い〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉いい〉〉〉〉い〉〉〉〉〉〉〉）〉〉〉〉〉〉〉〉い〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉

、ノ

矢

来

《

未
来

未

来
矢

来

《＼J

〉ヂ

勒栄市長センター郎平成22年度春季定例講座沖受講生募集！

申込受付期間　2月20日（土ト3月8日（月）

各勤労市民センター・勤労会館では、文化個味・スポーツなどの春季定例講座受講生を募集します0

募集受付期間は、2月20日（土）から3月8日（月）までです0募集パンフレット申込書は、各勤労市民センタ

ー・勤労会館個役所などで2月中旬に配布します0申込方法など詳しくは下記までお問い合わせください0

●（財）神戸いきいき勤労財団　生涯現役支援課　℡25ト5561

●勤　労　会　館℡232－1881●新長田勤労市民センター℡643・2431

●六甲道勤労市民センター℡84日711●ピ　7　レ　ホ　ー　ル℡621・1120

●兵庫勤労市民センター℡576－0981●垂水勤労市民センター℡708－8901
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